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【
５
月
号
予
告
】

特
集
Ⅰ
＝
〜
震
災
を
乗
り
越
え
て
〜
① 

（仮）

特
集
Ⅱ
＝
買
い
物
弱
者
を
救
う
ま
ち
づ
く
り 

（仮）

　

  【
編
集
後
記
】

　EVENT CORNER

予定
イベント

 

（
宮
城
県
女
川
町
）

　

東
日
本
大
震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

の
巨
大
地
震
と
大
津
波
で
東
北
か
ら
関
東
に
か
け

て
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
数
は

二
万
七
六
五
三
人
（
四
月
四
日
現
在
）
に
達
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
大
震
災
に
よ
り
福
島
原
発
の

事
故
が
起
き
、
震
災
翌
日
に
は
、
長
野
県
北
部
を

震
源
と
す
る
地
震
も
あ
っ
た
。

　

全
国
各
地
で
は
、
被
害
発
生
直
後
か
ら
、
被
災

地
に
向
け
救
援
物
質
を
送
っ
た
り
、
自
治
体
職
員

を
派
遣
し
た
り
す
る
動
き
が
始
ま
り
、
支
援
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
。（
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
関
連

写
真
と
記
事
掲
載
）。

　

表
紙
の
写
真
は
、
宮
城
県
女
川
町
で
、
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
運
ば
れ
た
支
援
物
質
を

リ
レ
ー
で
下
ろ
す
被
災
者
た
ち
（
三
月
十
四
日
撮

影
）。

 

●
文
＝
古
閑　

●
写
真
＝
時
事

自治体アンテナショップ
自治体アンテナショップ過去最高の出店数 編集部

団体探訪
NPO法人　かなぎ元気倶楽部
かなぎ丸ごといい感じ 青森県五所川原市

NPO法人フォレストサポートクラブ
里山の保全活動を通じた多彩な活動 広島県三原市

地域トピックス 財団法人地域活性化センター

平成 22年度地域再生実践フォーラム
「地域資源を見直し需要創造」 財団法人地域活性化センター

お知らせ 財団法人地域活性化センター

首長の思い
「世界の地方都市・三豊」として

横山忠始（三豊市長）

センター通信

表
紙

東
日
本
大
震
災

2

4

44

47

6

10

12

14

16

18

20

22

25

28

30

33

レギュラーリポート

特　集

グラビア

東日本大震災関連
マラソンによる地域活性化
第 15 回ふるさとイベント大賞
手前みそですが… 【兵庫県宝塚市】

43

48

C O N T E N T S2 0 1 1 -4
1

34

36

38

40

41

42

東日本大震災関連

外国メディアが被災者を取材埼玉県が福島県双葉町か
らの被災者らを受け入れた「さいたまスーパーアリー
ナ」内。（さいたま市）

　　　巻頭エッセー／人と環境と都市が調和のとれたまちづくり 髙島宗一郎（福岡市長）　　　

　 　  マラソンによる地域活性化
　　市民マラソンは地域を活性化するのか？ 杉本厚夫（関西大学人間健康学部 教授）　　　

　　　北海道羽幌町　宣言タイム制、町の PRの場　 松森克彦　　　

　　　千葉県館山市　「館山若潮マラソン大会」による地域活性化 川名茂樹　　　

　　　新潟県佐渡市　スポーツアイランド佐渡市の取り組み　 川内　博　　　

　　　長野市　感動を後世に　 大西健文　　　

　　　岐阜県揖斐川町　みんなでつくりあげる「いびがわマラソン」 高橋良尚　　　

　　　大阪市　目に、おなかに、心にもごちそう 薮井寿一　　　

　　　山形県鶴岡市　聖地の表参道活用、地域振興へ　 草島　豊　　　

　　　島根県益田市　日本唯一、滑走路を走って地域を元気に！　 寺戸一朗　　　

　　　四国、九州等　自然活かしウルトラやフルマラソン 編集部　　　

　　市民マラソン　ブームから定着へ 丸山智由（株式会社価値総合研究所 パブリックコンサルティング事業部 副主任研究員）　　　

　　震災影響、マラソン大会中止相次ぐ 編集部　　　

4月 5月

●４月20日（水）～22日（金）
　 米原市（滋賀県）
●４月27日（水）～28日（木）
　 長野市の観光と物産展実行委員会（長野県）

●５月23日（月）
　 菊川市観光協会（静岡県）
●５月26日（木）～27日（金）
　 日立市地域ブランド推進協議会（茨城県）
●５月30日（月）
　 福島県県南地方振興局（福島県）

（写真）
１ ２月17日（木）～18日（金）『うまさがあふ
れる 春一番!!』胎内市（新潟県）

２ ３月７日（月）～11日（金）『ひらつか花ア
グリ１周年記念フェア～湘南ひらつかの春を
感じてみませんか～』神奈川県、平塚市（神
奈川県）

以上、有楽町ふるさと情報プラザ（３月31日閉鎖）
３ ２月３日（木）～４日（金）真岡市（栃木県）
４ ２月９日（水）～10日（木）日立市地域ブラ
ンド推進協議会（茨城県）
５ ２月25日（金）香取市（千葉県）

1 2
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★日本橋プラザビルイベントスペース

５

▼
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
地
域
活

性
化
」
で
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
開
催
以
降
、
全
国
で
市

民
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
集
で
取
り

上
げ
た
大
会
は
、
い
ず
れ
も
主
催
者
が
大
会
を
盛
り
上

げ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
で
す
。
こ
う
し
た
大

会
関
係
者
の
奮
闘
ぶ
り
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
大
震
災
の
発
生
以
降
、
各
地
で
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
中
止
を
決
め
た
大
会
の

中
に
は
、
主
催
者
が
参
加
料
の
一
部
を
義
援
金
と
し
て

被
災
地
へ
送
る
方
針
を
決
め
る
な
ど
、
被
災
地
支
援
に

向
け
た
動
き
を
見
せ
た
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
新
編
集
委
員
が
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
取
材
な
ど
で
動

き
出
し
て
い
ま
す
（
セ
ン
タ
ー
通
信
参
照
）。
四
月
以

降
も
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
の
取
材
等
で

全
国
各
地
を
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
、
三
月
末
で
編
集
長
の
職
が
解
か
れ
、
四
月
一
日

付
で
出
向
元
の
時
事
通
信
社
へ
異
動
し
ま
す
。
一
年
半

の
間
、
原
稿
依
頼
、
取
材
な
ど
で
多
く
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
古
閑
）

×　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
四
月
初
め
に
発
行

予
定
だ
っ
た
四
月
号
の
発
行
が
大
幅
に
遅
れ
、
誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
五
月
号
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同

月
初
め
よ
り
多
少
遅
れ
る
見
込
み
で
す
。
ど
う
か
ご
了

解
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 （
編
集
部
）
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2011・4月号1

人と環境と都市が調和のとれたまちづくり
～「アジアのリーダー都市・福岡」の実現をめざして～

福岡市長 ● 髙島宗一郎
そういちろう

　

三
月
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
て
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
、
心
よ
り
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

福
岡
市
は
、
ア
ジ
ア
と
の
二
千
年
に
渡
る
交
流
の
歴
史
を
背
景

に
発
展
を
続
け
て
お
り
、
市
民
の
お
も
て
な
し
の
心
や
、
豊
か
な

自
然
、
充
実
し
た
都
市
機
能
に
よ
っ
て
、
世
界
で
最
も
住
み
や
す

い
都
市
の
一
つ
と
し
て
、
海
外
の
情
報
誌
な
ど
で
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
博
多
港
に
お
け
る
外
国
航
路
船

舶
乗
降
人
員
数
が
、
約
八
十
七
万
三
千
人
と
平
成
五
年
以
降
連
続

し
て
全
国
一
位
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
、
中
国
発
着
を
は

じ
め
と
し
た
外
航
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
回
数
が
過
去
最
高
の
六

十
三
回
を
数
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

開
催
件
数
も
平
成
二
十
一
年
は
東
京
に
次
ぎ
全
国
第
二
位
に
躍
進

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
春
に
は
、
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
通
し
、
鹿
児
島
〜
博
多

〜
大
阪
間
が
最
短
で
三
時
間
四
十
五
分
で
結
ば
れ
、
九
州
一
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
の
新
駅
ビ
ル
「
Ｊ
Ｒ
博
多
シ

テ
ィ
」
も
開
業
し
、人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
福
岡
市
が
、
今
後
さ
ら
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
福
岡
市
の
持
つ
財
産
を
さ
ら
に
磨
き
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
福
岡
市
に
は
、
ア
ジ
ア
と
の
交
流

の
歴
史
や
文
化
、
芸
術
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
地
域
の
賑
わ
い

な
ど
、
様
々
な
魅
力
的
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。
博
多
祇
園
山
笠
、

博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
な
ど
の
お
祭
り
は
活
気
に
溢
れ
、
博
多

ラ
ー
メ
ン
、
も
つ
鍋
、
水
炊
き
な
ど
の
食
文
化
も
多
彩
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
財
産
に
磨
き
を
か
け
、
経
済
的
な
成
長
と
安

全
・
安
心
で
質
の
高
い
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
「
人
と
環

境
と
都
市
が
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
国
内
外
か

ら
人
材
が
集
い
、
交
流
し
、
創
造
し
、
訪
れ
る
人
も
、
住
む
人
も
、

誰
も
が
夢
を
抱
き
街
中
に
元
気
が
溢
れ
て
い
る
、「
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
都
市
づ
く
り
」
に
挑
戦
す
る
た
め
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
一
に
、「『
人
』
を
大
切
に
し
、
全
て
の
人
が
夢
を
持
ち
、
活

躍
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
福
岡
市
の
活

力
の
源
は
「
人
」
で
あ
り
、
人
や
文
化
な
ど
の
様
々
な
交
流
を
進

め
、
子
ど
も
や
若
者
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
全
て
の

人
々
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
誰
も
が
全
て
の
人
へ
の
思
い
や

り
を
持
ち
、
住
む
人
に
も
、
訪
れ
る
人
に
も
優
し
い
ま
ち
、「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ
福
岡
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
、「『
環
境
』
を
大
切
に
し
、
質
の
高
い
暮
ら
し
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。「
人
」
の
活
力
を
支
え
、「
都
市
」
の
魅

力
を
支
え
る
の
は
、
安
全
な
都
市
の
中
で
、
歴
史
や
文
化
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
が
実
感
で
き
る
と
い
う
豊
か
さ
で
す
。
水
と
緑
の

環
境
を
守
り
、
低
炭
素
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
福
岡

で
の
暮
ら
し
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
、「『
都
市
』
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
活
力
に
溢
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
福
岡
の
歴
史
や
伝
統
・
文
化
、
地
理
的
特

性
や
人
材
の
集
積
な
ど
を
活
か
し
、都
市
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、

将
来
の
成
長
に
向
け
た
交
通
ア
ク
セ
ス
や
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
の
強
化
、
都
心
部
を
は
じ
め
と
す
る
活
力
創
造
拠
点
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
観
光
の
面
で
は
、
訪
れ
る
人

が
わ
か
り
や
す
く
、気
軽
に
利
用
し
て
都
心
を
回
遊
で
き
る
よ
う
、

観
光
の
主
要
ポ
イ
ン
ト
と
交
通
拠
点
を
結
ぶ
「
２
階
建
て
の
観
光

回
遊
バ
ス
」
が
走
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
福
岡
市
で
は
、
地
理
的
に
も
近
く
交
流
が
活
発
な

韓
国
の
釜
山
広
域
市
と
、
ア
ジ
ア
の
成
長
力
を
活
か
し
た
「
超
広

域
経
済
圏
」
の
形
成
に
向
け
た
挑
戦
を
続
け
、
革
新
的
で
魅
力
溢

れ
る
地
域
の
形
成
を
め
ざ
す
な
ど
、
九
州
や
ア
ジ
ア
な
ど
の
各
都

市
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
め
、
市
民
の
皆
様
や
様
々
な

方
々
の
共
感
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
・

福
岡
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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大震災
る支援の輪

いわき市への第１次派遣隊の出発式（３月24日東京都内の港区役所前いわき市への第１次派遣隊の出発式（３月24日東京都内の港区役所前
で）。右は武井港区長。左上写真は、車に荷物を詰め込む派遣隊で）。右は武井港区長。左上写真は、車に荷物を詰め込む派遣隊

いわき市への救援物質を受け付ける港区スポ―ツセンター内いわき市への救援物質を受け付ける港区スポ―ツセンター内
埼玉県が福島県双葉町民を一時受け入れた「さいたまスーパーアリー埼玉県が福島県双葉町民を一時受け入れた「さいたまスーパーアリー
ナ」内（３月24日）。左上は同アリーナの外観ナ」内（３月24日）。左上は同アリーナの外観

東日本大震災により、福島県から新潟県三条市に避難した被災者を激東日本大震災により、福島県から新潟県三条市に避難した被災者を激
励する泉田新潟県知事。新潟県三条市で（新潟県提供）励する泉田新潟県知事。新潟県三条市で（新潟県提供）

　また、首都圏以外からも、岩手、宮城、福島の被
災地に向け救援物質が送られた。
　今回、「応援隊派遣」「被災者の受け入れ」「ボラ
ンティア」「救援物質」「募金・義援金」をキーワー
ドに、震災発生後の首都圏と各地における支援の動
きを写真で紹介した。

市民ボランティア、消防団員等によるいわき市、盛岡市への支援物資市民ボランティア、消防団員等によるいわき市、盛岡市への支援物資
の積込み作業風景（北海道旭川市提供）の積込み作業風景（北海道旭川市提供）
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東日本
全国に広が

　東日本大震災の発生直後から、全国各地で被災地
に向けた支援の輪が広がった。例えば、東京都港区
は、福島県いわき市との派遣協定に基づき、同市災
害対策本部へ職員の派遣を始めた。埼玉県は、福島
第１原発があり避難指示が出された福島県双葉町の
町民を「さいたまスーパーアリーナ」で受け入れた。

東京都八王子市の街頭募金。JR八王子駅北口（３月17日、八王子市提供）東京都八王子市の街頭募金。JR八王子駅北口（３月17日、八王子市提供） 東京・東銀座の「いわて銀河プラザ」前で高校生有志の募金活動東京・東銀座の「いわて銀河プラザ」前で高校生有志の募金活動

津市での救援物資の受け付けの様子（津市提供）津市での救援物資の受け付けの様子（津市提供）

福岡県久留米市からの災害支援福岡県久留米市からの災害支援
熊本県は全国知事会緊急広域災害対策本部の要請を受け、自衛隊と連熊本県は全国知事会緊急広域災害対策本部の要請を受け、自衛隊と連
携し、毛布などの救援物質を輸送（熊本県提供）携し、毛布などの救援物質を輸送（熊本県提供）
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―

東
日
本
大
震
災
は
、
巨
大
地
震
と
大
津
波
と
原
発

事
故
に
よ
る
複
合
的
な
大
災
害
と
な
り
、
死
者
・
行
方
不

明
者
が
二
万
七
千
人
（
四
月
十
一
日
現
在
）
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
の
未
曽
有
の
大
災
害
を
専
門
家
の
お
立
場
か
ら

ど
う
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

専
門
家
に
も
重
大
な
見
落
と
し
が
あ
っ
た

　

地
震
防
災
工
学
の
分
野
を
大
学
卒
業
し
て
か
ら
四
十
年

間
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
震
災
が
起
き
て
最
初

に
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
専
門
家
の

分
野
で
も
重
大
な
見
落
と
し
を
し
て
い
た
、
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

二
〇
〇
四
年
に
イ
ン
ド
洋
の
ス
マ
ト
ラ
沖
で
起
き
た
大

地
震
で
、
津
波
の
被
害
を
受
け
た
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
と
い

う
町
へ
被
災
後
に
行
き
、
現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。
そ
の

ま
ち
だ
け
で
約
十
六
万
人
の
犠
牲
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
感
じ
た
の
は
、「
わ
が
国
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
（
Ｍ
）
九
・
〇
な
ど
と
い
う
地
震
は
と
て
も
起
こ
ら
な

い
だ
ろ
う
、
ス
マ
ト
ラ
だ
か
ら
起
き
た
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
思
い
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、今
回
そ
れ
が
起
き
た
。

　

考
え
て
み
る
と
、
ス
マ
ト
ラ
沖
の
プ
レ
ー
ト
の
構
造
と

わ
が
国
の
も
っ
と
複
雑
な
三
陸
沖
の
プ
レ
ー
ト
の
構
造
を

考
え
る
と
、
全
く
同
じ
条
件
な
ん
で
す
。
わ
が
国
で
は
起

こ
ら
な
い
と
思
っ
て
き
た
の
は
、
歴
史
的
に
見
て
わ
ず
か

数
百
年
程
度
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
な
か
っ
た
か

ら
で
、
科
学
的
根
拠
は
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
の
分
野
（
専
門
家
）
が
重
大
な

見
落
と
し
を
し
て
い
た
、
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

も
う
一
つ
、
一
九
九
四
年
に
米
国
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
で

地
震
が
起
き
た
時
、日
本
か
ら
調
査
団
が
被
災
地
を
訪
れ
、

橋
け
た
が
倒
壊
し
た
高
速
道
路
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
時
も
「
日
本
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
起
き
な
い
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
翌
九
五
年
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
、
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
で
見
た
の
と
全
く
同
じ

こ
と
が
起
き
た
わ
け
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
同
じ
よ
う
な
判
断
ミ
ス
の
過
ち
を
二
回
犯

し
た
こ
と
に
な
る
。
専
門
家
と
し
て
は
誠
に
申
し
訳
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

数
千
年
の
オ
ー
ダ
ー
で
大
災
害
の
研
究
必
要

　

今
回
の
震
災
の
根
源
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
三
陸
沖
の
海

域
で
ど
う
い
う
地
震
が
起
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
中
央

防
災
会
議
な
ど
を
中
心
に
調
査
が
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、

宮
城
県
沖
で
想
定
し
て
い
た
地
震
の
規
模
は
Ｍ
七
・
五
で

し
た
。
実
際
に
は
そ
の
数
百
何
十
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

つ
Ｍ
九
・
〇
の
巨
大
地
震
だ
っ
た
。

　

地
震
学
的
に
全
く
予
知
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

と
、
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
て
い
た
の
は
南
海
ト
ラ
フ
、
東

海
地
震
、
東
南
海
地
震
と
そ
こ
ば
か
り
で
し
た
。
そ
こ
で

地
震
予
知
の
た
め
多
額
の
国
費
を
投
入
し
、
地
震
計
を
置

い
た
り
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
三
陸
沖
か
ら
茨
城
沖
の
地
震
に
気
付
か
な
か
っ
た

2011・4月号 4

東
日
本
大
震
災　

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
〜

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
教
授

日
本
学
術
会
議 

土
木
工
学
・
建
築
学
委
員
会
委
員
長　

濱
田
政
則

大
津
波
対
策
で
英
知
を
絞
れ

　
　
　

―
防
災
対
策
と
復
興
プ
ラ
ン
で
関
係
学
会
が
連
携―
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東日本大震災　特別インタビュー

の
か
。
い
ざ
地
震
が
起
き
て
み
る
と
、「
私
は
そ
う
い
う

こ
と
を
言
っ
て
き
た
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
少
な
く

と
も
国
の
公
的
機
関
と
し
て
宮
城
沖
海
域
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
。
で
す
か
ら
、
将
来
に
向
け
た
検
証
は

そ
こ
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―

今
回
の
大
地
震
で
分
か
っ
た
こ
と
は
？

　

わ
れ
わ
れ
学
会
で
も
い
ま
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
う
大
災
害
は
数
百
年
程
度
の
オ
ー
ダ
ー
で
考
え
て

は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
津
波

に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
古
文
書
な
ど
の
調
査
・
研

究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
古
文
書
も
な
い
も
っ
と
昔
に
つ

い
て
は
、
津
波
の
痕
跡
を
地
質
学
的
に
調
査
し
て
、
世
界

的
に
そ
う
い
う
も
の
が
ど
う
起
き
て
き
た
か
を
、
数
千
年

の
オ
ー
ダ
ー
で
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
今
回
の
大
地
震
で
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
数
千
年
に
一
回
と
か
、今
回
の
大
震
災
も「
千

年
に
一
回
の
災
害
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た

自
然
現
象
に
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の
か
と
な

る
と
、
そ
れ
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。

　

日
本
全
土
を
高
さ
十
数
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
で
囲
う
な

ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
に
は

限
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
か
ら
も

言
わ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で

防
災
対
応
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
面
で
の
対

応
を
も
っ
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

原
発
事
故
は
ハ
ー
ド
よ
り
ソ
フ
ト
の
問
題

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
も
、
津
波

に
よ
る
給
水
・
冷
却
系
統
の
故
障
が
直
接
的
な
原
因
で
し

た
。
今
回
の
地
震
で
も
原
子
炉
や
格
納
容
器
、
爆
発
が
起

き
る
前
の
建
屋
な
ど
、
ハ
ー
ド
は
持
ち
こ
た
え
て
い
た
の

で
す
。
た
だ
、
電
機
系
統
の
給
水
・
冷
却
系
統
、
こ
れ
を

ソ
フ
ト
部
分
と
と
ら
え
れ
ば
、
こ
の
部
分
が
津
波
に
よ
る

被
害
で
故
障
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
う
い
う
給
水
・
冷
却
系
統
を
、
い
か
に
何
重
に
も
張

り
巡
ら
せ
る
か
と
い
う
よ
う
な
、
ソ
フ
ト
対

策
で
対
応
す
る
以
外
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ハ
ー
ド
対
策
も
必
要
で
す
。将
来
、

何
メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
想
定
す
べ
き
な
の

か
、
と
い
う
よ
う
な
議
論
も
こ
れ
か
ら
し
な

く
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
は
明
解
で
し
た
。

神
戸
市
で
発
生
し
観
測
さ
れ
た
地
震
動
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
高
速
道
路
や
港
湾
、

建
物
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
震
動
に
よ
っ

て
構
造
物
が
損
傷
を
受
け
た
と
し
て
も
倒
壊

さ
え
し
な
け
れ
ば
大
量
の
人
命
を
救
え
る
、

と
い
う
観
点
か
ら
対
応
し
て
き
た
。

　

神
戸
で
起
き
た
レ
ベ
ル
の
地
震
動
が
全
国

の
ほ
か
の
地
域
で
起
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ

に
耐
え
得
る
基
準
で
対
応
す
れ
ば
人
命
だ
け

は
救
え
る―

と
い
う
の
が
基
本
概
念
で
し

た
。
そ
れ
を
基
準
に
道
路
や
地
下
鉄
、
建
物

な
ど
の
構
造
物
の
強
度
を
補
強
し
て
き
た
わ

2011・4月号5

構造的に無損傷で残ったRC集合住宅（５Ｆまで津波が達している、陸前高田）

倒壊した４階RC建物（基礎が不十分であったと考えられる、女川）
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け
で
す
。

　

今
回
、
復
旧
作
業
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
防
災
対
策
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
議
論
し
、
早
急
に

打
ち
出
さ
な
い
と
、
単
に
復
旧
の
レ
ベ
ル
を
ど
こ
に
置
く

の
か
、
単
に
被
災
地
を
元
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
て
、
構

造
物
の
強
度
を
よ
り
増
し
て
い
く
こ
と
を
含
め
対
策
が
必

要
で
す
。

　

―

今
回
の
大
震
災
で
は
「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
中

越
地
震
の
教
訓
が
十
分
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　

今
度
の
大
地
震
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
の
よ

う
に
、
地
震
動
そ
の
も
の
で
橋
が
壊
れ
た
と
か
建
物
が
倒

壊
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
過

去
の
教
訓
を
生
か
し
て
構
造
物
を
補
強
し
て
き
た
か
ら
で

す
。
津
波
で
壊
れ
た
建
物
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
…
。

　

ま
た
、
新
潟
中
越
地
震
の
教
訓
と
い
っ
て
も
、
今
度
の

災
害
の
規
模
は
二
ケ
タ
ぐ
ら
い
違
う
。
そ
の
教
訓
が
活
か

さ
れ
る
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
被
災
地
域
が
多
岐
に

わ
た
り
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
原
子
力
発
電
所
の
災
害
も
起

き
て
し
ま
っ
た
。

　

新
潟
中
越
地
震
の
と
き
、
や
は
り
東
京
電
力
の
柏
崎
原

発
で
小
規
模
だ
が
火
災
が
起
き
ま
し
た
が
、
本
来
、
原
子

力
発
電
所
で
火
災
が
起
き
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
国
民
の
信
頼
を
損
ね
た
。
そ
れ
で
も
、
あ
の
時
は

放
射
性
物
質
の
漏
れ
な
ど
の
事
故
は
な
か
っ
た
。
事
業
者

側
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
感
が
こ
れ
ま
で
も
な
か
っ
た
の

で
す
か
ら
、
今
回
の
事
故
で
そ
れ
が
決
定
的
に
な
っ
た
。

「
耐
津
波
」
工
学
を
始
め
る
べ
き
だ

　

原
発
事
故
は
、
私
の
専
門
外
の
分
野
で
す
が
、
そ
う
し

た
信
頼
感
の
喪
失
を
払
拭
し
て
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
中
で
原
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
国
民
的
合
意
を
図

る
の
は
大
変
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
重
大
問
題
で

す
。こ
れ
が
鎮
静
化
す
る
の
を
祈
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
わ
が
国
の
原
発
に
対
し
て
国
民
的
合
意
が
図
れ

る
の
か
ど
う
か
、
今
の
時
点
で
は
と
て
も
心
配
で
す
。

　

―

今
回
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
は
ど
こ

も
津
波
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
耐
震
対
策
と
い
う
よ
り
津

波
対
策
が
よ
り
重
要
に
な
る
の
で
は
？　

　

耐
震
の
研
究
者
は
い
る
が
、
津
波
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
人
は
わ
が
国
で
は
少
な
い
で
す
。
そ
も
そ
も
揺
れ
に

耐
え
る
「
耐
震
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、「
耐
津
波
」

と
い
う
言
い
方
は
聞
か
な
い
。
私
は
耐
津
波
工
学
を
始
め

る
べ
き
だ
と
思
う
。
今
回
の
大
津
波
を
受
け
て
も
残
っ
て

い
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
と
か
橋
な
ど
は
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
も
の
は
津
波
に
耐
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

そ
う
し
た
構
造
物
を
よ
く
調
べ
て
、
津
波
に
耐
え
ら
れ
る

構
造
物
の
研
究
を
も
っ
と
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

町
の
中
を
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
津
波
、
溯
上
し
て
き
た

津
波
が
ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
寄
せ
て
き
た
の

か
。
そ
れ
に
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
た
の
か
な
ど
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
分
析
で
き
る
。
そ

う
い
う
も
の
と
津
波
で
流
さ
れ
た
も
の
を
ま
ず
調
べ
て
、

津
波
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
物
を
研
究
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

被
災
地
へ
行
っ
て
感
じ
た
の
は
、
二
十
メ
ー
ト
ル
と
か

三
十
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
た
ら
し
ょ
う
が
な
い
な
と
皆

さ
ん
思
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
に
耐
え
た
構
造
物
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
津
波
に
耐
え
る
構
造
物
を

造
り
、
津
波
に
耐
え
る
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

津
波
の
研
究
者
は
、
津
波
が
ど
の
高
さ
ま
で
来
た
か
と

い
う
こ
と
を
調
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
も
大
事
で
す

が
、
津
波
に
対
抗
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
対
抗

で
き
る
構
造
物
を
研
究
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
の
学

問
が
必
要
で
す
ね
。

関
係
学
会
も
連
携
し
て
復
興
プ
ラ
ン
提
言

　

―

政
府
は
、
被
災
地
の
復
興
の
青
写
真
を
描
く
た
め

有
識
者
ら
に
よ
る
「
復
興
構
想
会
議
」
を
設
置
し
、
四
月
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中
に
政
府
の
「
復
興
本
部
」
が
こ
の
会
議
の
提
言
を
受
け

て
、
具
体
的
な
復
興
計
画
を
策
定
し
、
執
行
し
て
い
く
方

向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

　

復
興
会
議
が
ど
う
い
う
形
に
な
る
か
ま
だ
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
財
政
的
な
裏
付
け
と
執
行
の
権
限
を
ど
う
与

え
る
か
が
問
題
で
す
ね
。
復
興
会
議
で
そ
う
い
う
議
論
を

し
て
い
た
だ
く
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
け
れ
ど
、
有
識
者

を
呼
ん
で
い
い
知
恵
を
集
め
、
提
言
を
作
り
上
げ
て
も
権

限
を
持
た
せ
な
い
と
実
効
性
が
上
が
ら
な
い
。

　

今
回
の
大
震
災
を
受
け
て
、
学
会
で
も
日
本
学
術
会
議

が
中
心
と
な
っ
て
、
関
連
学
協
会
連
絡
会
を
つ
く
り
、
東

日
本
大
震
災
に
関
わ
る
各
学
協
会
の
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
、
幾
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
土
木
学
会
、
日
本
建
築
学
会
、
地
震
学
会
、

自
然
災
害
学
会
や
原
子
力
学
会
、
水
環
境
学
会
、
水
産
学

会
、
国
立
公
園
な
ど
に
関
す
る
造
園
学
会
等
、
二
十
一
の

学
会
が
加
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
系
の
学
協
会
の
間
で
連
携
・

協
働
の
動
き
が
出
て
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
学
会
や
機
関
が
い
ろ
い
ろ
な
復
興
へ
の
提

言
を
そ
れ
ぞ
れ
に
出
し
て
も
、〝
提
言
の
嵐
〞
み
た
い
に

な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
関
連
学
協
会
連
絡
会
で
は
、

被
災
地
の
復
興
に
関
す
る
緊
急
提
言
と
し
て
「
復
興
へ
の

四
原
則
」
を
概
念
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
政
府

や
関
係
自
治
体
な
ど
に
提
出
し
ま
す
。

海
外
で
の
復
興
プ
ラ
ン
の
失
敗
に
学
べ

　

先
ほ
ど
言
っ
た
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
で
は
、
災
害
後
数
カ

月
の
間
に
復
興
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
海
岸
線
よ

り
数
百
メ
ー
ト
ル
の
幅
に
津
波
防
御
用
の
丘
陵
を
造
成
す

る
、
鉛
直
方
向
非
難
の
た
め
の
避
難
テ
ラ
ス
や
建
物
を
造

る
、
ま
た
町
全
体
を
海
岸
線
よ
り
四
〜
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
を
確
保
し
て
移
転
す
る―

な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
実
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
被
災

後
、
被
災
し
た
住
民
た
ち
が
所
有
地
に
戻
り
、
何
ら
の
統

制
と
規
制
が
な
い
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
の
再
建
を
始

め
た
こ
と
が
全
体
計
画
の
実
行
を
不
可
能
に
し
た
一
因
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
同
様
な
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
に
、
被
災
地
で
は
仮
家
屋
な
ど
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
無
秩
序
な
復
旧
・
復
興
に
な
る
こ

と
が
避
け
ら
れ
な
い
。

　

関
連
す
る
学
会
で
は
、
被
災
地
を
防
災
性
と
環
境
性
に

優
れ
た
地
域
に
再
生
さ
せ
る
た
め
、
政
府
と
関
連
す
る
自

治
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
被
災
地
内
外
の
人
々
が
連
携
し

て
、
被
災
地
復
興
の
た
め
に
取
り
組
む
た
め
の
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
近
く
緊
急
提
言
す
る
予
定
で
す
。

長
期
的
な
復
興
支
援
に
は

法
律
的
な
根
拠
が
必
要

　

被
災
地
の
復
興
プ
ラ
ン
は
地
域
に
よ
っ
て
も
違
う
。
水

産
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
ま
ち
や
農
業
が
中
心
の
地
域
、

人
口
規
模
な
ど
も
違
う
。
基
本
的
に
は
自
治
体
が
作
っ
て

い
く
以
外
に
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
術
面
か
ら
の
支
援

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
ご
と
に
こ
う
し
た
連
携
を
ベ
ー

ス
に
、
例
え
ば
大
学
単
位
で
手
分
け
し
て
自
治
体
を
担
当

し
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
で
き
る
。

　

―

被
災
地
へ
の
支
援
の
輪
が
国
内
外
に
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
国
や
被
災
地
以
外
の
自
治
体
、
企
業
や

国
民
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
活
動
・
役
割
を
担
え
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
活
動
も
被
災
住
民
を
避
難
先
が
受
け

入
れ
る
こ
と
な
ど
で
、
や
っ
ぱ
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
義
捐
金
の
募
金
を
含
め
、
い
ま
善
意
で
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
善
意
の
支
援
だ
け
で

は
長
く
続
け
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。

　

長
期
間
の
復
旧
・
復
興
支
援
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
法

律
的
な
根
拠
を
し
っ
か
り
さ
せ
て
支
援
の
仕
組
み
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
四
月
八
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
編
集
部
）
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マラソンによる地域活性化

佐渡国際トライアスロン大会、佐渡トキマラソン
 ● 新潟県佐渡市（p14-15）

オロロンライン全道マラソン大会 ● 北海道羽幌町（p10-11）

館山若潮マラソン大会 ● 千葉県館山市（p12-13）

長野オリンピック記念長野マラソン大会 ● 長野市（p16-17）
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大阪ごちそうマラソン ● 大阪市（p20-21）

萩・石見空港マラソン全国大会 ● 島根県益田市（p25-27）

いびがわマラソン大会 ● 岐阜県揖斐川町（p18-19）

羽黒山石段マラソン全国大会
 ● 山形県鶴岡市羽黒地域（p22-24）
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「世界の地方都市・三豊」
として

三豊市長　●　横山　忠始

2011・4月号43

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
被
災
者
の
皆
さ

ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
ま
し
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
私

た
ち
は
東
日
本
と
困
難
を
共
有
し
て
、
復
興
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

時
は
幕
末
、
慶
長
三
年
四
月
二
十
三
日
の
夜
十
一
時
ご
ろ
、
幕

末
の
英
雄
、
坂
本
龍
馬
の
乗
る
海
援
隊
の
「
い
ろ
は
丸
」
が
大
阪

に
向
け
て
航
行
中
、紀
州
藩
の
「
明
光
丸
」
と
衝
突
す
る
と
い
う
、

わ
が
国
初
の
蒸
気
船
同
士
の
衝
突
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
世
に

言
う
「
い
ろ
は
丸
沈
没
事
件
」。
そ
の
現
場
と
な
っ
た
の
が
瀬
戸

内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
突
き
出
た
香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
の
荘
内
半

島
箱
崎
の
沖
で
す
。

　

操
船
技
術
・
造
船
技
術
で
名
を
馳
せ
た
塩
飽
水
軍
を
は
じ
め
、

日
本
で
最
初
の
海
員
養
成
学
校
で
あ
る
「
国
立
粟
島
海
員
学
校
」

が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
本
市
と
瀬
戸
内
海
と
の
つ
な
が

り
は
深
く
、
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
瀬
戸
内
海
は
世
界
有

数
の
景
観
を
持
つ
、
エ
ー
ゲ

海
に
も
勝
る
一
級
の
観
光

資
源
で
あ
る
と
言
わ
れ
続

け
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
利

用
策
が
見
つ
か
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
し

た
。
瀬
戸
内
海
と
の
つ
な
が

り
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
、
瀬
戸
内
海
復
興
の
手
が

か
り
と
突
破
口
を
見
つ
け

る
た
め
、
広
島
県
福
山
市
、

岡
山
県
瀬
戸
内
市
、
愛
媛
県

新
居
浜
市
、
香
川
県
高
松
市

と
三
豊
市
の
五
市
の
市
長
が
一
堂
に
会
し
て
『
中
四
国
・
瀬
戸
内

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

に
参
加
し
た
五
市
は
四
つ
の
県
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
五
つ
の

都
市
が
そ
の
県
境
を
や
ぶ
っ
て
パ
イ
プ
を
つ
な
げ
な
い
か
と
い

う
、
地
方
の
時
代
の
先
陣
を
切
っ
て
行
う
、
基
礎
自
治
体
に
よ
る

全
く
新
し
い
試
み
で
す
。

　
「
地
域
主
権
」「
地
方
分
権
」
と
叫
ば
れ
て
久
し
い
今
日
で
あ
り

ま
す
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
す
べ
て
を
同
じ
基
準
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
時
代
は
す
で
に
終
焉
を
迎
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
が
責
任
を
持
っ

て
地
域
づ
く
り
を
行
う
、
多
種
多
様
な
都
市
が
存
在
す
る
国
家
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
、
地
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
く

時
代
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
情
報
技
術
の
進
展
、
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り
、
世
界

は
狭
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
情
報
伝
達
の
速
度
や
移
動
時
間
と

い
っ
た
物
理
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
思
考
的
な
面
な
ど

様
々
な
物
事
に
お
い
て
も
絶
対
的
に
世
界
は
狭
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。世
界
基
準
は
ど
ん
ど
ん
統
一
化
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、

世
界
が
基
準
を
一
本
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
そ
こ
か
し
こ
で
起

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
を
生
き
抜
く
上
で
、
我
々
は
日
本

の
地
方
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界
の
地
方
都
市
・
三
豊
で
あ

る
と
い
う
意
識
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
が
住
む
ア

ジ
ア
に
は
世
界
の
人
口
の
約
六
〇
％
が
住
ん
で
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
認
識
と
し
て
、
我
々
は
世
界
の
一
員
で
あ
り
、
特
に
ア
ジ

ア
の
一
員
で
あ
る
こ
と
は
強
く
認
識
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ア
ジ
ア
に
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

か
つ
て
塩
飽
の
船
方
衆
が
咸
臨
丸
で
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
よ
う

に
、
我
々
も
瀬
戸
内
海
か
ら
世
界
へ
、
世
界
の
地
方
都
市
・
三
豊

と
し
て
、そ
し
て
多
種
多
様
な
都
市
が
存
在
す
る
中
に
お
い
て
も
、

個
性
が
輝
く
三
豊
市
と
な
れ
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
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田んぼアート（稲作体験ツアー）
【自治体名】青森県　田舎館村（人口8440人）
【主催団体】田舎館村むらおこし推進協議会
【開催回数】第18回
【開 催 日】（田植え体験ツアー）平成22年５月30日（日）
 　　　　　（稲刈り体験ツアー）平成22年10月３日（日）
 　　　　　（田んぼアート観覧）平成22年５月31日（月）～10月２日（土）
【開催場所】田舎館村役場東側水田
【観客動員数】（田植）1200人
　　　　　　 （稲刈）1000人
　　　　　　 （観覧期間）14万人
【イベントの概要】
　平成５年から一般参加者を募って開催している稲作体験ツアー。楽しみながら稲の生長が見られるように、約15,000㎡の水田
に色・種類の異なる稲を使って巨大なアートを描く「田んぼアート」を行っている。

第15回ふるさとイ第15回ふるさとイベベント大賞ント大賞

大賞（総務大臣表彰）

　財団法人地域活性化センターは、全国各地で開催される地域の活力を生み出す優良イベントを表彰する「第15
回ふるさとイベント大賞」を決定し、３月８日（火）に東京国際フォーラムで表彰式を行った。全国に紹介するこ
とで、ふるさとイベントの開催のさらなる発展を応援するのが狙いだ。今回は全国から応募のあった183イベン
トのうち、都道府県から推薦をいただいた120のイベントを対象に、「第15回ふるさとイベント大賞選考委員会」
（北山孝雄委員長）において厳正な審査を行い、大賞（総務大臣表彰）に青森県田舎館村の「田んぼアート（稲作
体験ツアー）」に決定した。続いて優秀賞に富山県南砺市の「スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド2010」と愛媛県
四国中央市の「全国高校書道パフォーマンス選手権大会」。奨励賞には山形県長井市の「ながい黒獅子まつり」、富
山県高岡市の「金屋町楽市　in　さまのこ」、島根県邑南町の「INAKAイルミ＠おおなん」、愛媛県伊予市の「夕
焼けプラットホームコンサート」をそれぞれ選んだ。さらに、選考委員特別賞として香川県の「瀬戸内国際芸術祭
2010」を選んだ。

044-046　イベント大賞.indd   44044-046　イベント大賞.indd   44 2011/04/07   11:53:282011/04/07   11:53:28



スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド2010
【自治体名】富山県　南砺市（人口５万5670人）
【主催団体】スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド実行委員会
【開催回数】第20回
【開 催 日】 （事前会期）平成22年６月５日（土）～８月19日（木）
 　　　　　 （本会期）平成22年８月20日（金）～８月22日（日）
【開催場所】 南砺市福野文化創造センター　ヘリオスほか市内一円
【観客動員数】１万人
【イベントの概要】
　「音楽を通しての異文化交流」をテーマに、世界各地の音楽や文
化を伝えるワールドミュージック・フェスティバル。地域に根ざし
た新たな音楽文化の創造を目指す「市民参加型フェスティバル」と
してユニークな活動を展開している。

瀬戸内国際芸術祭2010
【自治体名】香川県（人口101万2280人）
【主催団体】瀬戸内国際芸術祭実行委員会
【開催回数】第１回
【開 催 日】平成22年７月19日（月）～10月31日（日）
【開催場所】 直島、豊島、女木島、男木島、小豆島、大島、犬島と高

松港周辺
【観客動員数】93万8246人
【イベントの概要】
　瀬戸内国際芸術祭2010は、「海の復権」をテーマに、アートとと
もに瀬戸内海や島々の魅力を発信し、訪れる多くの人々の交流によ
り島々に以前の活力を取り戻し、瀬戸内海が地球上のすべての地域
の「希望の海」となることを目指している。

全国高校書道パフォーマンス選手権大会
【自治体名】愛媛県　四国中央市（人口９万2754人）
【主催団体】書道パフォーマンス甲子園実行委員会
【開催回数】第３回
【開 催 日】平成22年７月31日（土）
【開催場所】愛媛県四国中央市川之江体育館
【観客動員数】3000人
【イベントの概要】
　紙製品出荷額日本一の紙のまち四国中央市で、平成20年から開
催している書道パフォーマンスの全国大会である。選手12人以内、
演技時間６分以内の規程の中、音楽に合わせ、それぞれの演出で縦
４ｍ・横６ｍの紙に揮毫（きごう）し、「書の美」「演技の美」を競う。「紙
のまち」ならではの地元企業・市民の協力のもとに開催されている。

優秀賞

優秀賞

選考委員特別賞
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ながい黒獅子まつり
【自治体名】山形県　長井市（人口２万9616人）
【主催団体】ながい黒獅子まつり実行委員会
【開催回数】第21回
【開 催 日】平成22年５月22日（土）
【開催場所】長井市内目抜き通り・白つつじ公園
【観客動員数】７万7000人
【イベントの概要】
　長井市内約50の地区では、五穀豊穣などを祈願し、春から秋に
かけ黒獅子舞が行なわれている。その起源は千年前に遡り、現在に
至るまで伝承されてきた。ながい黒獅子まつりは、各地区の獅子舞
が一堂に会し、中心市街地を練り歩く勇壮な祭りである。

奨励賞

金屋町楽市　in　さまのこ
【自治体名】富山県　高岡市（人口17万7326人）
【主催団体】金屋町楽市実行委員会
【開催回数】第３回
【開 催 日】平成22年９月18日（土）～９月19日（日）
【開催場所】金屋町石畳通り
【観客動員数】２万4000人
【イベントの概要】
　江戸時代以来の町並みと銅器工芸の職を残す高岡市金屋町全域で
行う生活空間内展示である。工芸と生活と産業が同居する「ゾーン
ミュージアム」というコンセプトのもとに、伝統産業活性化による
文化拠点再整備を目指している。

奨励賞

INAKAイルミ＠おおなん
【自治体名】島根県邑南町（人口１万2124人）
【主催団体】INAKAイルミ実行委員会
【開催回数】第１回
【開 催 日】平成22年12月３日（金）～12月５日（日）
【開催場所】島根県邑智郡邑南町宇都井
【観客動員数】１万人
【イベントの概要】
　このイルミネーションは、この豊かな田園風景とJR 宇都井駅を
舞台に、本町のLEDメーカの技術力を地域資源に活用した取り組
みである。このイベントの立上げから実行まで、専門家の指導のも
と地域住民一人ひとりが「邑南町の資源」について見つめ、光の活
用をテーマに考え、話し合い、協力し、LED デバイスの一つひと
つから手造りで手掛けた。

奨励賞

夕焼けプラットホームコンサート
【自治体名】愛媛県伊予市（人口３万9537人）
【主催団体】夕焼けプラットホームコンサート運営委員会
【開催回数】第25回
【開 催 日】平成22年９月４日（土）
【開催場所】ＪＲ下灘駅
【観客動員数】1000人
【イベントの概要】
　瀬戸内海に面する静かな無人駅が舞台の夕焼けプラットホームコ
ンサート。JR 下灘駅に響くミュージシャンの歌声と刻々と変化す
る夕景に情緒が募る。「しずむ夕日が立ちどまる町・双海町」のオ
ンリーワンのイベントである。

奨励賞
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2011・4月号47

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

兵
庫
県

宝塚市 147

宝塚にはかつて宝塚映画製作
所があり、日本映画の全盛

期に小津安二郎、成瀬巳喜男、川
島雄三監督らによる176本にお
よぶ映画史に残る作品が作られ
た。残念ながら同製作所は昭和
53年に閉鎖されたが、このほど
30数年ぶりに、宝塚市在住の作
家・有川浩さんの原作による「阪
急電車　片道15分の奇跡」（三宅
喜重監督作品）のロケ撮影が市内

夢をさがしに、宝塚。夢をさがしに、宝塚。
　ロケ地になった宝塚を歩こう　ロケ地になった宝塚を歩こう

で行われた。映画の撮影にはエキストラ6800人が登録しオールロケのシーンに出演、また、武庫川の河川敷に「生」の石積
みアートオブジェを100人のボランティアにより再現するなど、大きな話題となった。
　愛と夢をはぐくむ宝塚大劇場や手塚治虫記念館、「安産の観音様」中山寺や「かまどの神様」清荒神清澄寺などの観光スポッ
トとともに、４月29日からの全国ロードショーにあわせて、映画ロケ地として
の新しい宝塚の魅力発信に大きな期待が集まっている。

■宝塚市が制作した映画応援のポスター

■手塚治虫記念館

■映画「阪急電車　片道15分の奇跡」のロケ撮影風景

■清荒神清澄寺■中山寺■宝塚大劇場

■ 映画「阪急電車　片道15分の奇跡」の撮影をきっかけに市民ボランティアにより再現された、
原作に登場する「生」のオブジェ

夢をさがしに、宝塚。
　ロケ地になった宝塚を歩こう
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◆ センターホームページには、［地域活性化］検索で　◆

2011・4月号 48

　財団法人地域活性化センターでは、毎年度、地域活性化に役立て
るため、地域の課題となっているテーマについて調査研究を行って
います。平成22年度は、「地域自治組織」をテーマに調査研究を実
施しました。
　地域自治組織とは、小学校区単位などで、公民館やコミュニティ
センターを拠点に、地域住民の代表者やNPO等の地域内の諸団体
の関係者で構成された住民自治組織であり、地域住民が地域課題に対する解決策を自ら企画
立案し、実践している組織として称されています。
　本調査研究では、全国の住民自治組織の実態について把握すると共に、住民自治組織のあ
り方について検討しています。

　この報告書は、当センターのホームページ「地域づくり百科」（http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/
7_consult/kenkyu/kenkyu.html）でも公開していますので、今後の住民自治組織の活動や住民主体のまちづくり
の参考としてお役立てください。

　過去の調査研究のテーマ
　平成21年度　「『空き家バンク』を活用した移住・交流促進」
　平成20年度　「地域の魅力を発信するご当地検定」
　平成19年度　「市町村合併後の新しいまちづくり」
　平成18年度　「景観による美しいまちづくり」
 「地方自治法上の地域自治区を活用した取り組みについて」

調査研究報告書「『地域自治組織』の現状と課題
～住民主体のまちづくり～」を発行しました。

　今般発生した東北地方太平洋沖地震により被害を受けた被災地域の皆様に、衷心からお見舞いを申し上げますと
ともに、被災地域の１日も早い復興を祈念いたします。
　平成23年５月13日（金）～15日（日）の日程で開催する予定でありました第29回地域づくり団体全国研修交流
会熊本大会は、今回の大地震の甚大な被害状況を鑑み、開催中止を決定いたしました。
　つきましては、参加申込みをいただきました皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしまして、誠に申し訳ございま
せんが、何卒ご理解ご了承賜りますようお願い申し上げます。
地域づくり団体全国協議会

○お問い合わせ先
　第29回地域づくり団体全国研修交流会（熊本大会）実行員会事務局
　熊本県企画振興部地域振興課内
　担当：古閑・山中
　TEL：096-333-2135／FAX：096-381-9001

第29回地域づくり団体全国研修交流会 熊本大会開催中止のお知らせ

▼地域の人々の繋がりや取り組みなど地域の魅力を伝えていけるよう頑張ります！（平
野）　▼地域づくりの参考となる情報をたくさんお届けできるよう頑張ります。（杉森）
　▼地域づくりにかける熱い想いを、多くの方々に伝えられるよう頑張ります！（稲福）
　▼全国各地のホットな地域づくり情報をお届けできるよう頑張ります！（前田）　▼
皆様の地域づくり活動に役立つ情報を発信していきたいと思います。（水谷）　▼地域
の素晴らしい活動を皆様に届けられるよう頑張ります！（奥原）　▼地域の活性化につ
ながる様々な情報を全国からお伝えします。（小野）　▼全国の地域づくりに役立つ情
報をしっかり伝えていきます。（京野）　▼地域の熱い活動が全国に広がりますように。
（唐澤）　▼地域づくりに頑張っている皆さまの取り組みを紹介していきます！（山口）

私たちが「地域づくり」誌を支えます～新編集委員が始動～
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イベント

 

（
宮
城
県
女
川
町
）

　

東
日
本
大
震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

の
巨
大
地
震
と
大
津
波
で
東
北
か
ら
関
東
に
か
け

て
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
数
は

二
万
七
六
五
三
人
（
四
月
四
日
現
在
）
に
達
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
大
震
災
に
よ
り
福
島
原
発
の

事
故
が
起
き
、
震
災
翌
日
に
は
、
長
野
県
北
部
を

震
源
と
す
る
地
震
も
あ
っ
た
。

　

全
国
各
地
で
は
、
被
害
発
生
直
後
か
ら
、
被
災

地
に
向
け
救
援
物
資
を
送
っ
た
り
、
自
治
体
職
員

を
派
遣
し
た
り
す
る
動
き
が
始
ま
り
、
支
援
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
。（
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
関
連

写
真
と
記
事
掲
載
）。

　

表
紙
の
写
真
は
、
宮
城
県
女
川
町
で
、
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
運
ば
れ
た
支
援
物
資
を

リ
レ
ー
で
下
ろ
す
被
災
者
た
ち
（
三
月
十
四
日
撮

影
）。

 

●
文
＝
古
閑　

●
写
真
＝
時
事

自治体アンテナショップ
自治体アンテナショップ過去最高の出店数 編集部

団体探訪
NPO法人かなぎ元気倶楽部
かなぎ丸ごといい感じ 青森県五所川原市

NPO法人フォレストサポートクラブ
里山の保全活動を通じた多彩な活動 広島県三原市

地域トピックス 財団法人地域活性化センター

平成 22年度地域再生実践フォーラム
「地域資源を見直し需要創造」 財団法人地域活性化センター

お知らせ 財団法人地域活性化センター

首長の思い
「世界の地方都市・三豊」として

横山忠始（三豊市長）

センター通信

表
紙

東
日
本
大
震
災
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東日本大震災関連
マラソンによる地域活性化
第 15 回ふるさとイベント大賞
手前みそですが… 【兵庫県宝塚市】
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東日本大震災関連

外国メディアが被災者を取材。埼玉県が福島県双葉町
からの被災者らを受け入れた「さいたまスーパーアリー
ナ」内。（さいたま市）

　　　巻頭エッセー／人と環境と都市が調和のとれたまちづくり 髙島宗一郎（福岡市長）　　　

　 　  マラソンによる地域活性化
　　市民マラソンは地域を活性化するのか？ 杉本厚夫（関西大学人間健康学部 教授）　　　

　　　北海道羽幌町　宣言タイム制、町の PRの場　 松森克彦　　　

　　　千葉県館山市　「館山若潮マラソン大会」による地域活性化 川名茂樹　　　

　　　新潟県佐渡市　スポーツアイランド佐渡市の取り組み　 川内　博　　　

　　　長野市　感動を後世に　 大西健文　　　

　　　岐阜県揖斐川町　みんなでつくりあげる「いびがわマラソン」 高橋良尚　　　

　　　大阪市　目に、おなかに、心にもごちそう 薮井寿一　　　

　　　山形県鶴岡市　聖地の表参道活用、地域振興へ　 草島　豊　　　

　　　島根県益田市　日本唯一、滑走路を走って地域を元気に！　 寺戸一朗　　　

　　　四国、九州等　自然活かしウルトラやフルマラソン 編集部　　　

　　市民マラソン　ブームから定着へ 丸山智由（株式会社価値総合研究所 パブリックコンサルティング事業部 副主任研究員）　　　

　　震災影響、マラソン大会中止相次ぐ 編集部　　　

4月 5月

●４月27日（水）～28日（木）
　 長野市の観光と物産展実行委員会（長野県）

●５月23日（月）
　 菊川市観光協会（静岡県）
●５月26日（木）～27日（金）
　 日立市地域ブランド推進協議会（茨城県）
●５月30日（月）
　 福島県県南地方振興局（福島県）

（写真）
１ ２月17日（木）～18日（金）『うまさがあふ
れる 春一番!!』胎内市（新潟県）

２ ３月７日（月）～11日（金）『ひらつか花ア
グリ１周年記念フェア～湘南ひらつかの春を
感じてみませんか～』神奈川県、平塚市（神
奈川県）

以上、有楽町ふるさと情報プラザ（３月31日閉鎖）
３ ２月３日（木）～４日（金）真岡市（栃木県）
４ ２月９日（水）～10日（木）日立市地域ブラ
ンド推進協議会（茨城県）
５ ２月25日（金）香取市（千葉県）

1 2

３ ４

★日本橋プラザビルイベントスペース

５

▼
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
地
域
活

性
化
」
で
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
開
催
以
降
、
全
国
で
市

民
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
集
で
取
り

上
げ
た
大
会
は
、
い
ず
れ
も
主
催
者
が
大
会
を
盛
り
上

げ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
で
す
。
こ
う
し
た
大

会
関
係
者
の
奮
闘
ぶ
り
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
大
震
災
の
発
生
以
降
、
各
地
で
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
中
止
を
決
め
た
大
会
の

中
に
は
、
主
催
者
が
参
加
料
の
一
部
を
義
援
金
と
し
て

被
災
地
へ
送
る
方
針
を
決
め
る
な
ど
、
被
災
地
支
援
に

向
け
た
動
き
を
見
せ
た
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
新
編
集
委
員
が
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
取
材
な
ど
で
動

き
出
し
て
い
ま
す
（
セ
ン
タ
ー
通
信
参
照
）。
四
月
以

降
も
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
の
取
材
等
で

全
国
各
地
を
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

×　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
四
月
初
め
に
発
行

予
定
だ
っ
た
四
月
号
の
発
行
が
大
幅
に
遅
れ
、
誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
五
月
号
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同

月
初
め
よ
り
多
少
遅
れ
る
見
込
み
で
す
。
ど
う
か
ご
了

解
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 （
編
集
部
）
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号
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平
成
二
十
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四

平
成
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四
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地
域
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セ
ン
タ
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発
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ン
タ
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発
行

明日をひらく地域活性化のための情報誌
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